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景気動向指数（2024 年 2 月）の予測  
 ～基調判断は「下方への局面変化」に下方修正へ～ 
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２ヶ月連続の低下で非常に弱い結果に 

内閣府から４月５日に公表される 2024年２月の景気動向指数では、ＣＩ一致指数を前月差▲1.2ポ

イントと予想する。１月に前月差▲3.8ポイントと大幅に低下した後であるにもかかわらず、さらなる

低下となっており、非常に弱い結果と言えるだろう。内訳では、耐久消費財出荷指数、投資財出荷指

数、輸出数量指数など、輸出、出荷関連による押し下げが大きくなる見込みである。認証不正問題を

受けた一部自動車メーカーの工場稼働停止が続いていることが影響したと思われる。自動車産業は裾

野が広いことから、自動車以外の関連業種にも悪影響が広がっているようだ。 

 

基調判断は「下方への局面変化」に下方修正へ 

ＣＩ一致指数の基調判断は「下方への局面変化」に下方修正されるだろう。23年４月以降９ヶ月連

続で「改善」となった後、24年１月は「足踏み」へと下方修正されていたが、２月はさらなる基調判

断引き下げとなる可能性が高い。 

 先行きについては不透明感が強い。ＣＩ一致指数と関連が深い鉱工業指数をみると、製造工業生産

予測指数では 24年３月に前月比＋4.9％、４月に同＋3.3％の増産が見込まれている（経済産業省によ

る３月補正値：前月比＋4.5％）。自動車の生産再開が段階的に進むことから、先行きの生産は持ち直

すことが予想される。ただし、１、２月の落ち込みが大きいことから１-３月期でみると大幅減産は不

可避の状況だ。また、工場の稼働再開は段階的に

進んでいるものの、全面稼働に至る時期は不透明

で、４-６月期にも悪影響は残存するとみられ

る。生産水準が元に戻るには時間がかかる可能性

が高そうだ。ＣＩについても、先行き上昇が見込

まれるが、水準は当面低いものにとどまる可能性

が高い。 

 ちなみに、３月のＣＩ一致指数が前月差で僅か

でもマイナスになった場合、基調判断は「悪化」

へとさらに下方修正される。また、３月が上昇だ

ったとしても、４月にマイナスとなれば、そこで

悪化へと下方修正される可能性もある。３、４月

は稼働再開による持ち直しが見込めることから基

調判断が「悪化」まで下方修正されることは回避

されると見ているが、一定の警戒は必要だろう。 （出所）内閣府「景気動向指数」

（注）直近の2024年2月は第一生命経済研究所による予測値
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